
東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の細目

第 １ 出願書類についての注意事項等

第１－１ 入学願書等の記入方法

入学願書は、裏面に印刷された「入学願書記入上の注意」に従って記入する。

入学願書に記入する氏名等の文字は、住民票に記載されているものを使用する。ただし、住民票に記載されている文字が

常用漢字表外字の文字である場合、その文字を常用漢字で代用しても差し支えないが、入学願書、受検票、調査書及び氏名

記載のある成績一覧表（以下「原簿」という。）の表記は統一すること。 （例 澤－沢、 邊－辺）

外国籍を有する志願者も、住民票に記載されている氏名（以下「本名」という。）を入学願書の志願者氏名欄に記入す

ることとなるが、住民票に通称名が表示されており、受検票に通称名のみの記載を希望する者は、入学願書の志願者氏名

欄、調査書の氏名欄及び原簿の氏名欄には、本名の後ろに（ ）を付して通称名を記入する。その場合は、受検票の受検者

氏名欄には、入学願書に併記した通称名のみの記入で差し支えない。

なお、都内の里親又は小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム事業）委託生徒で通称名（里親の姓）による出願

を希望する志願者は、入学願書、受検票、調査書及び原簿の氏名欄には、通称名（里親の姓）を記入する。その場合は、出

願時に「措置通知書」の写しを提出すること。

（例１） 外国籍を有する志願者の場合の入学願書の志願者氏名欄

フ リ ガ ナ アイシャ アリ

氏 名 ＡＩＳＨＡ ＡＬＩ

（例２） 外国籍を有する志願者（漢字併記）の場合の入学願書の志願者氏名欄

フ リ ガ ナ          チャン   アイ    ピン

氏 名 ＺＨＡＮＧＡＩＰＩＮＧ 張 愛 平

（例３） 外国籍を有する志願者で、本人が通称名の使用を希望する場合の記載例

入学願書の志願者氏名欄（本名と通称名を併記。両方にフリガナを振る。）

入学願書の志願者氏名欄（本名と通称名を併記する。両方にフリガナを振る。）

フ リ ガ ナ チャン   アイ    ピン                 （トウ キョウ タ ロウ）

氏 名 ＺＨＡＮＧＡＩＰＩＮＧ （東 京 太 郎）

本 名 通 称 名

受検票の受検者氏名欄（通称名のみで可）

フ リ ガ ナ トウキョウ タ ロウ

受検者氏名 東 京 太 郎

通 称 名

調査書の学籍の記録・氏名欄（本名と通称名を併記。両方にフリガナを振る。）

フ リ ガ ナ チャン   アイ    ピン             （トウ キョウ タ ロウ）

氏 名 ＺＨＡＮＧＡＩＰＩＮＧ （東 京 太 郎）

本 名 通 称 名

保護者氏名欄には、保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又

は母のどちらか一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下「保護者」という。）の氏名を記入する。

保護者が父母である場合、父又は母の氏名（父、母のどちらでもよい。）を記入する。なお、保護者と別居していて出願

を認められた者についても、原則として保護者の氏名を記入するが、行方不明又は外国等の遠隔地居住などのため記入で

きない場合は、次のア又はイの氏名の記入を認める。

ア 実際に養育している成人のおじ、おば、祖父母、兄姉、知人等

イ 職員を海外に派遣する等の目的で企業内に設けられた寮等に居住（入居）している場合は、その施設の長

都内の中学校を卒業する見込みの者で、東京都立高等学校入学者選抜における検査結果を、在籍する学校における進路

指導や学習指導に活用するために、都立高校から在籍する学校へ提供することに同意する場合は、出願ごとに、入学願書

の個人情報の提供に関する同意署名欄に志願者本人が自署した上で、志願する都立高校の校長に提出する。

別表

学校において予防すべき感染症の種類と出席停止期間の基準

分類 感染症の種類 出席停止の期間

第一種 
感染症 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、

南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、

急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候

群、中東呼吸器症候群、特定鳥インフルエンザ

※ 重症急性呼吸器症候群は病原体がベータコ

ロナウイルス属 SARS コロナウイルスである

ものに限る。

※ 中東呼吸器症候群は病原体がベータコロナ

ウイルス属 MERS コロナウイルスであるもの

に限る。

※ 特定鳥インフルエンザは、感染症の予防及び

感染症の患者に対する医療に関する法律（平成

十年法律第百十四号）第六条第三項第六号に規

定する特定鳥インフルエンザをいう。

治癒するまで 
 
※ 感染症の予防及び感染症の患者に対する医

療に関する法律第六条第七項から第九項まで

に規定する「新型インフルエンザ等感染症」、

「指定感染症」及び「新感染症」は第一種の感

染症とみなす。 

第二種 
感染症 

インフルエンザ（特定鳥インフルエンザ及び新型

インフルエンザ等感染症を除く。）

発症した後５日を経過し、かつ、解熱後２日（幼

児にあっては３日）を経過するまで 

百日咳
せき

 
特有の咳

せき

が消失するまで、又は５日間の適正な抗

菌薬療法による治療が終了するまで 
麻しん（はしか） 解熱後３日を経過するまで 

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 
耳下腺、顎下腺又は舌下線の腫 脹

ちょう

が発現した後

５日を経過、かつ、全身状態が良好になるまで 
風しん 発疹

しん

が消失するまで 

水痘（みずぼうそう） すべての発疹
しん

がかさぶたになるまで 

咽頭結膜熱（プール熱） 主要症状が消退した後２日を経過するまで 

新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロ

ナウイルス属のコロナウイルス（令和二年一月

に、中華人民共和国から世界保健機関に対して、

人に伝染する能力を有することが新たに報告さ

れたものに限る。）であるものに限る。） 

発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した
後１日を経過するまで

結核 
病状により学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

髄膜炎菌性髄膜炎 
病状により学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

第三種 
感染症 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、

腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出

血性結膜炎 

病状により学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

そ の 他 の

感染症（第

三種感染症

として扱う

場合もある） 

溶連菌感染症、A 型肝炎、B 型肝炎、手足口病、

伝染性紅斑、ヘルパンギーナ、マイコプラズマ感

染症、感染性胃腸炎など 

学校で通常見られないような重大な流行が起こ

った場合に、その感染拡大を防ぐために、必要が

あるときに限り学校医の意見を聞き、校長が第三

種の感染症として緊急的に措置を取ることがで

きる。 
関係法令）学校保健安全法施行規則第 条及び第 条並びに学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令

（令和５年文部科学省令第 号令和５年５月８日施行） 
参考文献）「学校において予防すべき感染症の解説＜令和５年度改訂＞」 
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第１－２ 自己ＰＲカード及び志願申告書等の記入

自己ＰＲカード（様式 ）は、志願者本人による手書き又は電子ファイルへの入力及び印刷を原則とするが、事故や病気、

障害等により志願者本人による記入が困難な場合は、保護者等による記入を認めるものとする。その際、自己ＰＲカードの

下端に、その理由及び記入者と志願者との関係を明示する。

なお、志願申告書及び自己申告書についても同様とする。

第１－３ 自己申告書の提出

都立高校に理解してほしい事情を説明する必要がある場合、志願者は、自己申告書（様式 ）を志願する都立高校の校長に

提出することができる。

自己申告書は、志願者及び保護者が記入し、厳封して在学している中学校の校長に提出する。中学校の校長は、出願に要する書類と

ともに志願する都立高校の校長に提出する。

なお、都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

第１－４ 具申書の提出

具申書について

ア 東京都立高等学校入学者選抜実施要綱第１－３－１ 若しくは第２－３－１②＜全日制を志願する者＞ に該当する者

又は第２－３－２ 都内在住者で都外の中学校に在学している者で、保護者と同居していない場合に提出する。ただし、

第２－３－２ 都内在住者で都外の中学校に在学している者は、父母のどちらか一方と同居している場合も提出する。

イ 提出方法

ｱ 具申書（様式 ）は、申請者が２部作成し、在学している中学校の校長に提出する。

ｲ 中学校の校長は、受理した具申書の内容が事実であると認めたときは、校長証明欄に氏名を記入し公印を押印の

上、１部を出願に要する書類とともに志願する都立高校の校長に提出する。他の１部は中学校で保管する。

なお、都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

都内の里親又は小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム事業）委託生徒は、具申書に代えて「措置通知書」の写

しを提出する。

児童福祉施設に入所している東京都の措置児童は、具申書に代えて、当該児童福祉施設の長からの「意見書」を提出する。

第１－５ 入学考査料の納付方法

推薦に基づく選抜、第一次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象（国際高校）の選

抜、国際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜の入学考査料は、出願サイト上での決済又は所定の納付書（都立

高校全日制推薦受検用、都立高校全日制受検用（推薦・海外帰国以外）、都立高校全日制海外帰国受検用、都立高校定時制推

薦受検用、都立高校定時制受検用（推薦以外）及び都立高校通信制受検用）により、納付する。また、その他の募集の入学考

査料は、所定の納付書（都立高校全日制受検用（推薦・海外帰国以外）、都立高校定時制受検用（推薦以外）、都立高校通信

制受検用）により、納付書裏面に記載された納付場所に納付する。

なお、入学考査料を納付するに当たっては、次のことに留意する。

 納付書は所定の用紙を使用する（コピーしたものは使用できない。）。

 納付書の金額を訂正したり、前年度以前の納付書を使用したりしない。

 納付書の※欄は、必ず記入してから納付する。

 納付期限は、それぞれの入学願書受付日の最終日とする。

 一旦納付された入学考査料は還付しないので、入学考査料は、都立高校への志望が確実になってから納付すること。

また、志願先の高校の入学考査料の金額を十分確認の上、納付すること。

 出願ごとに入学考査料を納付する。ただし、取下げ後の再提出時は必要ない。

 指定された納付場所とは次に掲げるものをいう。

ア 都内に店舗のある銀行・信託銀行・信用金庫・信用組合などで、都の公金を収納する金融機関（「都の公金収納取

扱店」の掲示のある店舗）

イ 都内のゆうちょ銀行の営業所及び郵便局又は関東（山梨県を含む。）に所在するゆうちょ銀行の営業所及び郵便局

（ ）定時制課程及び通信制課程志願者で、営業時間終了等で金融機関に納付できない場合は、入学願書提出の際に志願す

る都立高校の窓口において、現金で納付する。

第１－６ 諸用紙類の配布

入学願書等入学者選抜に関する諸用紙類は、令和７年１２月１日（月）までに区市町村教育委員会に配布する。

国際バカロレアコース（国際高校）、定時制課程単位制高校のうち、チャレンジスクール、一橋高校、新宿山吹高校、荻窪

高校、通信制課程の高校及び海外帰国生徒等の入学者選抜を行う高校の入学願書等については、各都立高校が印刷し配布す

るため、志願する都立高校に連絡して、必要書類を取り寄せること。
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